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　昨今のCTの普及や画像の大容量化は，
診療科をはじめとしてAutopsy imaging

（以下，Ai）や法医学領域にも広まりつつ
ある。全身を1mmスライス厚で再構成す
ると，画像枚数は1000枚以上となる。こ
のような画像を管理，運用し活用するには，
各部門のニーズに合った配信システム，
解析機能，データ処理能力を持つワーク
ステーションが必要となる。
　弊社は，医療用デジタルX線画像診断
システムだけでなく，「SYNAPSE」に
代表される CT/MRI などの画像管理・
配信を行うPACSシステムの開発，およ
びさまざまな関連商材の発掘・市場
展開を早くから行っており，多くの実績
を出してきた。弊社製ボリュームアナライ
ザー「SYNAPSE VINCENT」（以下，
VINCENT）は，現場のニーズと培ってき
た経験，技術を生かしたワークステーショ
ンである。現在，VINCENTは，放射線
科をはじめとして診療科でも手術シミュ
レーションや各専門的な解析アプリケー
ションが利用されている。なお，一部アプ
リケーションを用いることにより，診療報
酬点数として加算できるものもある。
　Aiや法医学領域でもワークステーショ
ンの必要性が増しつつあるが，これらの領
域で求められる条件は主に以下の4つであ
ると考える。
①高い再現性
 ・  高精度な自動抽出，認識機能
 ・  ユーザーの熟練度による差異を少なく

できる機能
 ・  データ依存性なし（高いロバスト性）

② 良好な操作性
 ・  ストレスを感じさせない高速な処理
 ・  ユーザーを選ばない直感的なインター

フェイス
③ 用途を限定しない汎用性
 ・  システムの設置場所を選ばず，多彩な

機能を搭載
 ・  さまざまなデータ出力形式に対応
 ・  特化した専門の機能でも1つのシステ

ムで運用可能
④ 高信頼性および長期利用
 ・  充実のサポート，サービス体制
 ・  高いシステムの安定性
 ・  拡張の容易性/ソフトウエアのバージョ

ンアップ
　VINCENTは，このような条件を満たす
ワークステーションとして開発・製品化さ
れており，すでに全国のいくつかのAiセン
ターや法医学教室などに導入，運用され，
学会発表や研究などにも活用されている。
本稿では，その特徴的な技術，追加され
た新機能，およびその操作性を紹介する。

顔認識技術の応用

　富士フイルムのデジタルカメラなどで使
われている顔認識技術を，VINCENTで
活用している（図1）。従来，CT画像か
ら特定の物体を抽出する際は，信号値
の連続性を利用したリージョングローイ
ング法を用いるのが一般的だった。しか
し，この手法では信号値などに依存し，
撮影テクニックやデータの選定が必要で
あり，抽出した結果に対しユーザーの編
集作業に時間がかかっていた。
　VINCENTではリージョングローイン
グ法に加え，顔認識エンジンを応用した
画像認識アルゴリズムを開発することに
より，データに依存しない高精度な抽
出を可能にした。このアルゴリズムは
VINCENTの大きな特長であり，製品
に搭載されているさまざまな解析アプリ
ケーションに応用され，特定の臓器，骨
などの自動抽出，定量評価などの再現
性の向上に寄与している。
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図1　顔認識技術

オートプシー・イメージング（Ai）第四弾：黎明期から普及期に向けてさらなる展開

4．  Aiのためのワークステーションの条件
─ ワークステーションにおけるAiおよび
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